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不妊治療クリニックと
日帰り内視鏡手術の融合 2011年
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仕事と生殖医療の両立



採卵室 安静室

培養室 培養器

無菌状態をkeep

世界最先端の

培養機器
顕微授精や

胚培養・凍結

採卵・移植後



はじめに

卵⼦凍結を⾏うのに多くのご⼼配があることと思います。
排卵誘発剤の副作⽤、、採卵が怖い、、費⽤が⾼そう、
仕事があり通院が不安など・・・

本講演で様々な内容を理解し、どうぞ安⼼なさって、
未受精卵凍結を⾏っていただきたいと思います。



•婚姻5組に１組 (20％)程度が不妊症である。

• 2019年は年間約87万⼈の出⽣数のうち約15万⼈
(推定)の⾚ちゃんが不妊治療で誕⽣している。

•うち体外受精での出⽣が年間5.5万⼈(16⼈に1⼈)
不妊治療妊娠のうち、30%が体外受精で妊娠。



生殖補助医療（ART）の普及

ART児約 5.5 万人

Assisted Reproductive Technology

出生数約 80  万人

出生 16人に1人はART児 （約6.5％）

（世界では1500万人以上が誕生し、開祖者ともいうべき
エドワーズは2010年ノーベル医学・生理学賞を受賞した）

世界で初めて体外
受精で出産された
ご本⼈：ルイーズ
ブラウンさん(43歳)



 



未婚⼥性に対する未受精卵⼦凍結

少しでも若いうちに、将来に向け卵子を凍結保存しておくという考え方

・国内でもすでに複数の妊娠出産報告があるが、かえって婚期を
遅くするなどマイナス面の指摘もある

・凍結した卵子を将来使用するときは体外受精となる

・海外では将来、精子バンクで精子を購入し、未婚の母として出産
する例が多数報告されている（日本では現在はできません）
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未受精卵⼦凍結学会の⾒解

・以前は抗がん剤治療前など医学的適応のみであったが、近年は社会の
考えも変わってきており、社会的適応（個人の希望）も行われている

・成績は不明な部分も多いが、新鮮卵子に比較して治療成績は高くない。
従って40歳以上の凍結保存は推奨しない（禁止ではない）
→40歳以上の採卵ご希望も、当院は治療はお受けいたしております。

・将来の使用に関しても、分娩時のリスクを考えると45歳を超えての
使用は推奨しない（禁止ではなし）
→45歳以上の延長希望の方は、その都度きちんと相談いたします。



若年者ガン患者に対する未受精卵⼦凍結

抗がん剤投与後は、卵巣機能不全の状態となり将来的
に排卵しなくなる（不妊になる）リスクが高い。

→ 抗がん剤投与前に 採卵→未受精卵凍結、
将来に向け卵子を保存しておくという考え方

このケースには、助成金の新設があります
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未受精卵⼦凍結は既に臨床研究ではなく、安定した⽅法
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卵子の数は出生の時から減り続ける。
卵子そのものの年齢はその人の年齢と同じである。

卵巣の年齢(卵子の数)

AMH

卵子の数は胎児期にピークを迎え以後減少し続ける。



超⾳波による排卵⽇測定

子宮内膜 卵胞
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次のステップ

•出席者からの要請に応じた具体的なアクションのまとめ
•フォローアップのための対応策



体外受精の工程

採卵／受精／移植について

動画で説明します

未受精卵凍結は、採卵までとなります



受精



未受精卵凍結は、採卵までとなります



受精

ここからは将来、体外受精を⾏う場合



受精



受精



ART治療周期数 2018
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ART妊娠率・⽣産率・流産率 2018
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年別 治療周期数
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体外受精出⽣数の割合
体外受精での出⽣数 ⽇本の総出⽣数 体外受精が占める割合

1998年 11.119 ⼈ 1.203.147 ⼈ 0.92 ％
2000年 12.274 ⼈ 1.177.669 ⼈ 1.01 ％
2002年 15.223 ⼈ 1.153.855 ⼈ 1.32 ％
2004年 18.168 ⼈ 1.110.721 ⼈ 1.64  ％
2006年 19.587 ⼈ 1.092.674 ⼈ 1.79 ％
2008年 21.704 ⼈ 1.091.156 ⼈ 1.99 ％
2010年 28.945 ⼈ 1.071.304 ⼈ 2.70 ％
2012年 37.953 ⼈ 1.037.231 ⼈ 3.66 ％
2014年 47.332 ⼈ 1.003.532 ⼈ 4.72 ％
2016年

2020年
（予想）

54.110 ⼈

約58000⼈

976.978 ⼈

840.832 ⼈

5.54 ％

約 6.9 %



準⾃然周期法の通院回数

排卵誘発(内服＋注射)

↑ ↑
③採卵 ④移植

×××××

②卵胞チェック

当院は自己注射を推奨しています ！

生理2〜3日目 生理9〜10日目頃 生理12日目頃

高刺激は
全胚凍結

通院回数
最短で
①〜③

①ホルモンチェック

↑



通院が必要な時期

⽣理開始・・・⾎液検査を、2〜4⽇⽬

注射・・・・・4~７回程度、種類により⾃⼰注射可

採卵決定診察（⽣理９〜10⽇⽬）・・超⾳波＋ホルモン検査

採卵・・・（⽣理12〜14⽇⽬頃）
⿇酔無しならすぐの帰宅、⿇酔ならお昼すぎ帰宅し帰宅後も⾃宅安静
★採卵後（２〜5日後）に腹痛・膨満感があります。



排卵誘発剤を使⽤しない⽅法（採卵は１個）

※ 乳がん術後など誘発剤が使⽤できない場合

※ 様々な理由で誘発剤を望まない場合

※ 卵巣機能が悪く誘発剤が効かない場合



複数排卵を期待し、

排卵誘発剤を使⽤します。
AMH測定で、事前に採卵数を
予想できるので、ある程度希望
の採卵数を相談できます。

排卵誘発 !!

卵胞 ↓
↓



32

成熟卵子

未成熟卵子

変性した卵子

採卵すると、
卵子の検査になります

高齢になると変性卵の
確率が高くなります

使用できます

使用できません

使用できません

凍結保存できるのは
成熟卵⼦のみ



液体窒素下
−196℃で保存

未受精卵凍結保存

33
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受精 (採卵翌⽇) 4cell(採卵2日目)
採卵直後の卵子

8cell (採卵3日目) 胚盤胞 (採卵5日目)

培養液チェンジ

受精後の分割過程



顕微授精とは精⼦が少ない／元気ない場合に
精⼦を細い針で吸って卵⼦内に直接注⼊し、
受精に導く⽅法です。（従来法）

精子
↓

卵子
穿刺前 穿刺後

精子
↓



タイムラプス
インキュベーター

当院では、加算なしで提供しております



凍結卵⼦ 10個の妊娠率
(35歳以下) 60.5%
(36-40歳) 29.7%
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凍結卵⼦の将来の妊娠率の⽬安（予想）
まだ歴史が浅く、症例数も少ないのであくまで⽬安

(36歳以下で卵⼦が10個凍結できた場合)

★将来、卵⼦融解時の⽣存率 約90%（９個）
★顕微授精での受精率 約75% ９個x0.75=約6.5個
★6.5個が分割(60%)し胚盤胞に到達する(30%)確率 6.5x0.6x0.3=1.1個
★1.1個の胚盤胞に妊娠率は約40%

⽬安ですが 35歳以下で卵⼦が10個凍結できた場合の妊娠率は約40%前後
（つまり、凍結１個につき妊娠期待率は4％となります）



凍結卵⼦の将来の妊娠率の⽬安（予想）
まだ歴史が浅く、症例数も少ないのであくまで⽬安

(37歳〜39歳で卵⼦が10個凍結できた場合)

★将来、卵⼦融解時の⽣存率 約80%（8個）
★顕微授精での受精率 約80% 8個x0.8=約6.4個
★6.4個が分割(50%)し胚盤胞に到達する(25%)確率 6.4x0.5x0.25=0.8個
★0.8個の胚盤胞に妊娠率は約25%

⽬安ですが 37〜39歳で卵⼦が10個凍結できた場合の妊娠率は約25%前後
（つまり凍結１個につき、妊娠期待率は2.5％となります）



凍結卵⼦の将来の妊娠率の⽬安（予想）
まだ歴史が浅く、症例数も少ないのであくまで⽬安

(40歳で卵⼦が10個凍結できた場合)

★将来、卵⼦融解時の⽣存率 約80%（8個）
★顕微授精での受精率 約70% 8個x0.7=約5.6個
★5.6個が分割(50%)し胚盤胞に到達する(20%)確率 5.6x0.5x0.2=0.56個
★0.56個の胚盤胞に妊娠率は約10%

⽬安ですが 40歳で卵⼦が10個凍結できた場合の妊娠率は約10%前後
（つまり凍結１個につき、妊娠期待率は１％となります）



体外受精における副作⽤について

・排卵誘発剤によるもの

・採卵によるもの

・多胎妊娠



卵巣過剰刺激症候群

排卵誘発剤を使用した
ときに多く起りますが、
薬剤投与によりある
程度予防できます。

発症時期は採卵後３〜7日後
が多いです。



未受精卵凍結の費⽤

１、準備：約10万（７〜10万）
（初回検査、ホルモン検査、排卵誘発剤など）

２、採卵：20万 （個数にかかわらず）
※⿇酔ご希望は、局所⿇酔2万、静脈⿇酔5万が加算

３、凍結：１本 3万円 /年（1本には３個まで凍結可）
（4~6個は6万円、７〜９個は9万円、10~12個は12万円）



費⽤合計概算（例：採卵12個の場合）

１、準備：8万（初回検査、ホルモン検査、排卵誘発剤など）

２、採卵：20万 （⿇酔なしの場合）

３、凍結：3本で９万円（採卵12個のうち、成熟卵は９個として）

→ 合計37万円（税別）

→２年⽬以降は凍結延⻑費⽤（9万円）が毎年かかります。



１、準備：排卵誘発剤の種類・量で差異あり 3万〜10万

２、採卵：麻酔方法で差異あり 5万〜15万

３、受精：顕微授精 20万〜30万

４、培養：胚盤胞培養 5万

・・・・・・・受精卵作成までに25万〜35万

５、新鮮胚移植または融解胚移植 10万

・・・・・・・移植まで最終的に35万〜45万

将来の体外受精（顕微受精）にかかる費用

済

済



お問い合わせ先

info@sugiyama.or.jp

★お電話でのお問い合わせは不可

★@sugiyama.or.jpからのドメイン
解除設定を



最後に

未受精卵凍結（社会的凍結）は将来の備蓄ではありますが、

新鮮卵⼦と⽐較した場合、必ずしも⾼い治療成績ではありません。

未受精卵凍結＝晩婚 となりませんよう、将来の計画をきちんと

お⽴てになってご活躍ください。

また、凍結期間は毎年必ず⾃⼰申告での延⻑となります。延⻑期限を

すぎますと破棄となり、⾃動更新はいたしませんのでご注意ください。


